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漏えい箇所漏えい箇所

Ｎ
Ｂ１：電源ケーブルトレンチ
(1)水位
(2)線量
(3)周辺止水部の止水性
→水位変化

Ｂ２：電源ケーブルトレンチ
(1)水位
(2)線量
(3)周辺止水部の止水性
→水位変化

Ｂ３：電源ケーブルトレンチ（４号機）
(1)水位
(2)線量
(3)取水電源室地下経由の流入確認

止水エリア区分毎に調査を実施。
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【現場調査結果】
B1～B3のいずれも、滞留水とおぼしき水は確認されなかった。
線量は、周囲と同等（1.5～2mSv/h）レベルか、やや高い程度（B2は、5mSv/h）。
B3-A･Bの内部は土砂、B3-Cの内部はモルタルが充満。

Ｂ１：電源ケーブルトレンチ （３号機）Ｂ３-C：電源ケーブルトレンチ （４号機） Ｂ２：電源ケーブルトレンチ （３号機)

Ｂ１

Ｂ２

Ｂ３－Ａ
Ｂ３－ＢＢ３－Ｃ

Ｂ３-B：電源ケーブルトレンチ （４号機）

※ 「Ｂ３-Ａ」も、B3-Bと同じ状況。
【写真】平成25年８月13日撮影 東京電力株式会社


